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若年者の除菌研究について
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　Cure of H. pylori  infection for Early Age Patients study

（CHEAP study）と呼称している若年者の除菌研究が，現在，
登録期間をすべて終了し，解析に入っている。内容は，尿中
抗体測定で陽性の方に対して，血清抗体，ペプシノゲン，便
中抗原を調べ，内視鏡検査を行い，A群では一次除菌レジメン，
B群では二次除菌レジメンを実施して経過をみるというもの
である。一部の同意をいただいた方に関しては，内視鏡で培
養した分離菌株と便で比較をして，将来的に便のPCRで耐性
の検査ができないかどうかを検討した。
　感染率については，全体の陽性率の結果がまだ出ていない。
北海道のデータでは，中高生は大体5％という結果であった。
　検査制度については，ラピランH. ピロリ抗体で我々が中学・
高校で実施しているELISAのウリネリザとは少し異なる結果
となった。一番の問題は感度が低かったということである。
線を目視するという方法でありκ値の問題が影響した可能
性も考えられる。一方，ELISAのウリネリザについては感度
100％，特異度96.6％なので，スクリーニング検査として使
うにはELISAの方が適している。
　便中抗原検査は陰性者には行わず，陽性者の中で便中抗原
陽性がどの程度の割合を占めるのかを確認した。300例の陽
性中，83例が便中抗原検査で陰性となったが，おそらく偽陰
性であり，感度が低かったものと考えられる。使用するキッ
トや便の扱いの問題が考えられるため，詳細については今後
検討する必要がある。

　服薬率については，ほとんどの方に100％飲んでいただい
たが，50％以下3例，85％以上が7例，また3例は副作用に
より中止となった。重篤な副作用はなかったが，下痢が
7.5％，異味感が2.9％，発疹・蕁麻疹が2.9％，また胃もたれ
や膨満感，嘔気があった。なお，この研究ではミヤBMを全
例に併用している。
　肝心の除菌率は，目標の各年代200例に対して，13～19歳
が101例，20～39歳が205例で解析することができた。13歳
以上19歳以下は，予測通り一次除菌では60％，二次除菌が
98.3％となり，20～39歳でも67.4％対96.4％ということで，
圧倒的な差をもって二次除菌のレジメンがよい結果になった。
特に，13歳以上19歳以下の一次除菌については除菌率が6割
であり，大きな問題のある結果であると考えられる。
　便については杏林大学の大崎敬子先生に検討していただき，
菌株から採取したDNA，胃液生検のDNA，そして便のDNA

について，CAMの耐性がどのように出るかを検討した。最小
発育阻止濃度（minimum inhibitory concentration：MIC）測定
で16例が耐性で，分離菌株から採取したDNAをPCR法を用
いて測定したところ16例（当初13例であったが，再検査に
より確認）であった。それに対し，糞便のDNAでは15例と
いう結果になった。便では複数の菌を反映するため，100％
の一致にはならなかったと考えられる。
　除菌成功率は，MICでみると，感受性の92.3％に対し，耐
性では 2割となった。糞便だけでみると，感受性では
81.3％，耐性でも62％の成功率となった。参考にはなるが，
100％一致はしないという結果である。
　メトロニダゾールでの除菌については，MICと便のいずれ
であっても，CAM耐性やメトロニダゾールの耐性に関わらず
全例が除菌成功という結果となった。全体の除菌率が，二次
除菌のレジメンで100％近かったことは，このことと合致す
る結果であると考えられる。

ペプシノゲン値に関する研究について

2
　ペプシノゲン値によるH. pylori胃炎診断に関する検討につ
いては，まだ解析に至っていない。感染診断で500例，除菌
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